
56● 老健 2012.7 老健 2012.7● 57

当施設は開設14年目です。開設当初を振り返
ると、一生懸命ではありましたが、利用者本位と
は程遠いケアをしていたように思います。
高齢者についての知識もそれほど十分ではなか
った当時の私たちは、予測不能で突拍子もない行
動をされる利用者に対して、その場しのぎのケア
しかできませんでした。
介護の世界も日進月歩で、常に新し
い情報を得ることも専門職として大切
なことです。この間に私は、さまざま
な研修会などに参加させていただき高
齢者への理解も深めていくことができ
ました。
「専門職は資格を取得してからがス
タートである」といわれるように、自

己研鑽の重要性を身をもって感じております。介
護福祉士として働く以上、「資質向上の責務」が
あります。私自身まだまだ未熟ですが、誰も自分
の持っているスキル以上のケアはできません。他
の職員も現在どんどん学びの場に出て行き知識や
技術を身につけ、理解を深めているところです。

先日、日頃研修に消極的な職員が認
知症ケア実践研修へ参加し、数々の刺
激を受け修了証を修めました。「参加
してよかった」と充実感あふれる笑顔
をみてわがことのように嬉しかったで
す。
今後も介護職員にはいろいろな研修
に参加し、自信を深めてほしいと思っ
ています。

介護職員のスキルアップをめざす

老健施設の作業療法士として勤務し、
8 年が過ぎました。利用者の能力向上
と、不安を取り除くために日々リハビ
リを提供しています。できなかったこ
とができるようになったときが一番嬉
しい瞬間です。逆に一番つらい瞬間は
事故を起こしてしまったときです。事
故はゼロにしたい、でも、本人の自立
度を下げるようなことはしたくないと
強く思っています。利用者の安全を求める半面、
チャレンジさせたいという矛盾した思いを抱いて
いるのが現状です。
そんななか、リスクマネジャー養成講座の案内
が届きました。リハビリでは歩けない人を歩ける
ように、できないことをできるように近づけるこ

とが仕事です。それには一定のリスク
を伴う場合もあります。そんな私がリ
スクマネジャーになって、安全は確保
できるのだろうかと思っていましたが
上司に促され養成講座に参加し、さま
ざまなことを学びました。事故は防げ
ない、でも同じミスを起こさないため
に何ができるか、自分では想像もつか
ない発想がそこにはありました。

資格を得た今は、リスクマネジャーとして「ま
ずは自分のできることを」と考え、入所時に自立
を促すためのリスクがあることなどを利用者に説
明するようにしています。説明後、トラブルは激
減しています。今できることを見つけながら、リ
スクマネジャーとして歩んでいこうと思います。

リスクマネジャーが今できることを
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支援相談員として現在の職に就いてから12年が
経とうとしています。今回の寄稿をよい機会とし
て、これまでの仕事の内容を振り返ってみました。
当初は、キーパーソンとなられる方がいらっし

ゃるなかで入所者の支援を行うことが主な業務で
した。しかし最近は、キーパーソンがいない状況
で支援が必要とされる方が増えている
ように感じます。特に、家族に代わっ
て金銭の支援を行うことが多くなって
います。
また、入所中から入院することにな

った場合の医療行為などに関する本人
の意思確認や同意の支援、死亡後の支
援まで他機関との連携を図る業務も増
えていると実感しています。さらに他

科での受診を必要とする方々が増えたことから、
受診や往診を円滑に受けられるよう、医療機関を
はじめ関係機関と相互協力するための窓口も日々
務めています。
最近は、高齢者の孤立死を伝えるニュースも多

くなるなど、高齢者への生活支援の社会的関心は
高まってきており、その重要性はより
増しています。地域福祉へのさらなる
貢献をめざす施設の相談員として、今
後は自治体や医療機関などと必要な情
報を共有しながら相互に連携し、入所
者をはじめ地域の高齢者の方々がより
よい生活を送れるよう、私たち支援相
談員もまた日々研鑚していきたいと考
えています。

地域福祉へのさらなる貢献をめざして

「おはよう」、「今日はリハビリして
くれるの？」、「あんた誰やったっけ？」、
「今日はもう歩きたくない」、「もっと
頻繁に顔をだしてよぉ」、「肩がこった
から、今からちょっと揉んでくれへん
か？」、「もう帰りたいよ」など、勤務
中の私は利用者からのいろいろな声に
囲まれています。励まされるような声、
何かを訴えてくる声、何となくかけて
くる声、ちょっと困った声…。
老健施設に勤め始めて 5 年経ちますが、それ

らの声にキチンと応えられているかいつも不安に
なります。老健施設の職員として、一作業療法士
として、利用者の声には正面から向き合おうと常
に心がけています。

しかし、ときにはちょっと困った声
に煩わしい気持ちになり、必死に訴え
てくる声に何となく流した受け答えを
してしまう。なかなか思うように自分
をコントロールできず落ち込んでいる
と、「あんたはよぉ頑張るなぁ」、「い
つもすまんよぉ、ありがとねぇ」とい
った励ましの声で救われたこともあり
ます。そんなとき、自分は利用者から

のいろいろな声に支えられて仕事をさせてもらっ
ていることを実感し、真摯に向き合う大切さを教
えられている気がします。
これからもいろいろな声に囲まれながら、私ら

しく一つひとつの声に応えていきたいと思ってい
ます。

いろいろな声に囲まれながら私らしく応えたい

グリーンガーデン橋本（和歌山県）

OT 岩本
い わ も と

和
か ず

子
こ

シルバータウン加治木（鹿児島県）

支援相談　奥薗
お く ぞ の

朋
と も

美
み




